
 

 

 

 

 

 

 

ＨｅｘａｇｏｎａｌでＥｕｌｅｒ角度が０度あるいは９０度を含まない方位密度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０７月０４日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 



 

概要 

 ＣｕｂｉｃではＯＤＦ図の方位密度が方位により１：２：４の関係が知られている。 

   チタンの主要方位はＥｕｌｅｒ角度に９０度を含み、方位密度は同様に値になるが、 

   ９０度を含まない場合、どのような方位密度を示すかチェックを行う。 

   方位として 

  

 を計算比較を行ってみた。 

 

 

 ＬａｂｏＴｅｘは方位により方位密度が変化するが、ＭＴＥＸは変化しない。 

 この事から、ＭＴＥＸは相対方位密度計算には使えない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

Ｅｕｌｅｒ角度に０度あるいは９０ｄｅｇを含む場合 

ＬａｂｏＴｅｘ 

  

 Ｍａｘ＝８３２ 

ＭＴＥＸの場合 

mod=orientation('Euler',0*degree,0*degree,0*degree,CS,SS) 

odf=unimodalODF(mod,'halfwidth',5*degree) 



 Ｍａｘ＝１０２９ 

Ｅｕｌｅｒ角度が、（４９．５９，４２．５．３０）の場合 

 

 ＭＡＸ＝２７４ 

ＭＴＥＸの場合 

mod=orientation('Euler',49.59*degree,42.5*degree,30*degree,CS,SS) 



ＭＡＸ＝１０２４ 

 

 

ＭＴＥＸ５．２．β２では 

>> mod=orientation('Euler',49.59*degree,42.5*degree,30*degree,CS,SS) 

  

mod = orientation (show methods, plot) 

  size: 1 x 1 

  crystal symmetry : Titanium (6/mmm, X||a*, Y||b, Z||c) 

  specimen symmetry: 1 

  

  Bunge Euler angles in degree 

   phi1   Phi  phi2  Inv. 

  49.59  42.5    30     0 

  

>> odf=unimodalODF(mod,'halfwidth',5*degree) 

  

odf = ODF (show methods, plot) 

  crystal symmetry : Titanium (6/mmm, X||a*, Y||b, Z||c) 

  specimen symmetry: 1 

  

  Radially symmetric portion: 

    kernel: de la Vallee Poussin, halfwidth 5° 

    center: (50°,43°,30°) 

    weight: 1 



 

 

 ＭＴＥＸ５．２．β２でも同様である。 

 

 


